
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営

近
世
に
お
げ
る
老
舗
の
家
訓
か
ら
見
た

足
　
立

政
　
男

一二三四五六 　
は
じ
め
に

　
遠
慮
近
憂
の
商
法

　
民
主
的
深
慮
の
商
法

　
用
心
深
い
商
法
と
用
心
の
経
営

Ｈ
用
心
深
い
商
法

○
火
の
用
心

嘗
盗
賊
の
用
心

　
堪
忍
の
商
法
と
暮
し
の
経
営

　
む
す
び

は

じ
め
に

　
「
み
わ
た
せ
ぱ
、
柳
さ
く
ら
こ
き
ま
ぜ
て
　
み
や
こ
ぞ
春
の
に
し
き
な
り
け
り
」

　
西
陣
織
に
京
友
禅
、
色
と
り
ど
り
に
－
美
し
い
着
物
を
着
飾
っ
た
京
お
ん
な
の
行
き
か
う
都
大
路
の
春
の
の
ど
か
た
風
景
、

明
の
都
に
調
和
し
た
優
美
さ
が
そ
こ
は
．
か
と
な
く
浮
び
上
っ
て
く
る
。

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
緑
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
七
八
三
）

山
紫
水



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
猪
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
七
八
四
）

　
江
戸
時
代
に
滝
沢
馬
琴
は
、

　
　
　
　
　
　
そ
び
　
　
　
　
と
が

　
　
「
緑
山
高
く
從
耳
え
て
尖
ら
ず
、
加
茂
川
長
く
流
れ
て
清
ら
か
な
り
、
人
物
も
亦
柔
和
に
し
て
路
を
ゆ
く
も
の
争
論
せ
ず
、
家
に
あ

る
も
の
人
を
の
の
し
ら
ず
、
上
国
の
風
俗
事
々
物
々
自
然
に
備
は
る
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
、
京
都
は
王
城
千
年
の
都
、
嵐
山
の
花
霞
、
お
室
の
桜
、
加
茂
川
の
流
れ
、
堀
川
の
柳
、
す
べ
て
に

風
雅
な
詩
的
情
緒
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

　
そ
の
半
面
、
京
都
は
、
長
い
過
去
に
お
い
て
数
多
く
の
兵
火
に
曝
さ
れ
た
荒
廃
し
た
暗
い
歴
史
を
あ
わ
せ
て
も
っ
て
い
る
。

　
　
な
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぱ
り

　
「
汝
や
知
る
都
は
野
辺
の
夕
雲
俸
　
あ
が
る
を
見
て
も
落
つ
る
涙
を
」

　
保
元
．
平
治
の
乱
や
承
久
の
変
に
も
、
応
仁
の
大
乱
に
も
、
西
陣
焼
げ
や
、
ド
ソ
ド
ソ
焼
げ
に
も
、
京
都
の
美
し
い
町
は
荒
廃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
ね

帰
し
て
い
る
。
政
争
と
殺
り
く
の
輸
廻
を
く
り
返
し
て
い
る
が
、
そ
の
舞
台
と
役
割
を
京
都
と
い
う
土
壌
と
町
衆
が
果
し
て
来
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
下
鴨
神
杜
の
摂
杜
に
生
れ
た
鴨
長
明
は
、
そ
の
著
「
方
丈
記
」
の
書
き
出
し
で
、

　
「
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
は
あ
ら
ず
、
よ
ど
み
に
浮
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
っ
消
え
か
っ
む
す
び
て
、

久
し
く
止
ま
る
こ
と
な
し
。
世
の
な
か
に
あ
る
人
と
住
家
と
、
ま
た
か
く
の
如
し
：
…
・
。
」

と
述
べ
て
、
有
為
転
変
の
世
の
中
の
無
常
を
、
鴨
川
の
流
れ
に
た
と
え
て
な
げ
い
て
い
る
。

　
京
都
に
生
れ
、
京
都
に
育
っ
た
人
々
は
、
　
「
居
は
気
を
移
す
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
帝
都
一
千
余
年
の
長
い
問
、

文
化
の
消
長
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
世
の
盛
衰
が
織
り
な
さ
れ
て
来
た
京
都
と
い
う
土
壌
の
上
で
は
ぐ
く
み
育
て
ら
れ
て
、
世
の
転

変
を
じ
っ
と
み
つ
め
る
態
度
、
ま
た
優
雅
で
和
ら
か
で
は
あ
る
が
、
一
面
に
冷
た
い
忍
従
と
庄
衛
の
生
活
態
度
を
い
っ
と
は
な
し
に
．



備
え
持
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
京
都
人
の
常
識
的
判
断
の
お
ど
ろ
く
べ
き
正
確
さ
は
、
遠
く
祖
先
か
ら
伝
わ
る
経
験
が
教
え
る
す
ぐ
れ
た
”
感
〃
と
い
う
べ
き

も
の
だ
。
理
論
的
に
推
理
を
は
た
ら
か
す
ま
で
も
な
く
、
物
ご
と
の
結
末
を
直
感
的
に
洞
察
し
て
誤
ら
な
い
才
能
と
知
恵
は
、
京
都

人
の
一
種
の
持
ち
味
に
、
な
っ
て
い
る
」
（
京
都
新
聞
杜
刊
「
京
男
・
京
女
」
京
都
藤
井
大
丸
会
長
藤
井
正
三
氏
言
葉
）

　
こ
の
京
都
人
の
も
っ
て
い
る
直
感
的
洞
察
力
、
暮
し
に
お
け
る
才
能
と
生
活
の
知
恵
こ
そ
、
京
都
の
風
土
と
長
い
伝
統
の
歴
史
に

よ
っ
て
培
わ
れ
て
来
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
一
般
的
に
い
っ
て
京
都
人
は
物
事
に
慎
重
で
、
行
く
末
、
さ
き
ざ
き
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
生
計
を
営
む
。
殊
に
百
年
以
上
も
永

続
し
て
い
る
老
舗
の
経
営
者
は
猶
更
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
京
都
に
お
け
る
老
舗
商
法
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
「
京
都
型
商
法
」
と
呼

ぼ
れ
る
商
い
の
類
型
が
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
京
都
型
商
法
」
を
構
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
原
点

と
も
な
っ
て
い
る
「
遠
き
慮
り
な
げ
れ
ば
近
き
憂
あ
り
」
と
い
っ
た
渡
世
哲
学
に
基
礎
を
お
い
た
経
営
上
の
秘
訣
が
生
れ
て
く
る
の

は
、
げ
だ
し
当
然
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
こ
の
「
京
都
型
商
法
」
と
「
暮
し
の
経
営
」
に
お
げ
る
特
徴
の
一
っ
で
あ
り
、
原
点
と
も
い
う
べ
き
「
遠
慮
近
憂
」
の

経
営
技
法
が
老
舗
の
家
訓
の
中
に
，
、
如
何
に
－
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
論
述
し
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
；
　
遠
慮
近
憂
の
商
法

　
　
　
お
も
ん
ぱ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
い

「
遠
き
慮
り
無
げ
れ
ば
必
ず
近
き
憂
有
り
」

こ
の
言
葉
の
出
処
は
論
語
で
あ
る
が
、
意
味
は
唯
眼
前
の
利
を
見
て
、

　
　
遠
一
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）

軽
卒
に
事
を
な
す
時
は
、
必
ず
禍
害
を
招
く
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
七
八
五
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
（
七
八
六
）

で
、
物
事
を
行
う
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訓
戒
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
京
都
の
老
舗
の
商
法
で
も
、
前
述
の
如
く
、
幾
百
年
の
風
雪
に
も
堪
え
て
、
家
業
の
永
続
を
図
る
手
法
と
し
て
は
、

慮
近
憂
」
の
商
法
を
常
に
採
用
し
、
経
営
に
。
慎
重
を
期
し
て
、
こ
れ
を
経
営
の
原
点
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
京
都
の
老
舗
、
岡
本
光
子
家
の
家
訓
「
遺
言
」
に
は
、
か
、
か
る
商
法
に
つ
い
て
次
の
如
く
教
訓
し
て
い
る
。

　
　
　
お
も
ん
ぱ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
い

　
「
遠
き
慮
な
き
時
は
近
き
憂
有
り
の
金
言
、
用
用
の
内
で
忘
る
ま
じ
き
事
と
申
さ
れ
候

　
遠
き
慮
り
無
き
時
は
近
き
憂
有
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
わ
い

質
物
を
取
り
侯
時
は
　
　
　
　
災
流
れ
の
考
を

し
ろ代
物
を
調
（
仕
入
れ
）
し
て
は
　
下
り
（
値
下
り
）
に
出
会
い
侯
事
を
　
　
　
．

金
銀
貸
し
借
り
に
は
　
　
　
　
返
済
　
返
弁
を

売
掛
げ
致
さ
ぱ
　
　
　
　
　
　
代
金
取
る
事
を

居
宅
の
普
請
に
は
　
　
　
　
　
跡
修
理
破
損
の
考
を

土
蔵
・
穴
蔵
に
は
　
　
　
　
　
戸
前
・
窓
口
前
を

手
代
召
抱
の
時
に
は
　
　
　
　
元
手
銀
と
物
入
り
を

遠
路
へ
行
く
時
は
　
　
　
　
そ
の
跡
の
仕
方
を

酒
を
呑
む
時
と
ふ
ぐ
汁
は
　
　
病
の
用
心
を

家
の
金
は
　
　
　
　
　
　
　
身
の
行
ひ
と
火
の
用
心
を

右
当
前
に
侯
儀
万
が
一
を
記
し
出
す
也
、
此
遠
慮
の
な
げ
れ
ば
近
き
憂
あ
り
の
一
句
、

か
か
る
「
遠

用
を
節
す
る
内
に
籠
め
、
日
用
の
慮
り
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
り
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
時
）

忘
る
間
敷
き
事
也
、
或
は
一
ヶ
年
の
謀
は
陽
春
に
有
り
、
一
月
の
謀
は
朔
日
に
有
り
、
一
日
の
計
は
朝
六
ツ
に
有
り
と
承
わ
る
。

何
事
も
前
広
に
慮
り
、
油
断
な
く
勤
む
る
と
き
は
凶
事
な
く
、
家
安
泰
に
，
相
続
す
べ
き
也
」

　
と
教
訓
し
、
家
業
経
営
の
上
で
、
決
断
し
、
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
透
徹
せ
る
英
知
を
も
っ
て
遠
き
将
来
を
慎
重
に
勘
考

し
、
深
慮
し
て
経
営
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
と
戒
し
め
て
い
る
。

　
質
物
を
取
る
時
に
は
、
災
害
一
天
災
地
変
）
や
、
質
流
れ
に
ー
出
会
う
時
の
事
を
、
品
物
を
仕
入
れ
る
時
に
は
、
不
況
や
値
下
り
に
遭

遇
し
た
場
合
の
事
を
、
金
銀
の
貸
借
に
は
、
回
収
と
返
弁
の
場
合
を
、
貸
売
の
場
合
は
、
代
金
を
回
収
す
る
場
合
の
事
を
考
え
て
商

い
を
す
べ
し
と
、
極
め
て
具
体
的
に
教
訓
し
て
い
る
。

　
更
に
、
　
「
一
年
の
計
は
正
月
に
あ
り
、
一
月
の
計
は
一
目
に
あ
り
、
一
日
の
計
は
、
早
朝
に
あ
り
」
と
戒
し
め
、
何
事
も
事
業
経

営
と
い
う
も
の
は
、
事
前
に
十
分
計
画
を
練
っ
て
落
ち
度
が
な
い
よ
う
に
。
慎
重
を
期
し
、
油
断
な
く
勤
勉
努
力
す
る
事
が
家
業
安
泰
、
．

永
続
の
秘
訣
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
向
井
富
夫
家
家
訓
「
家
内
諭
示
記
」
で
は
、

　
「
安
キ
常
二
危
キ
ヲ
思
テ
何
事
ニ
モ
正
シ
キ
ヲ
守
リ
、
人
ノ
心
二
反
覆
セ
ヌ
ヤ
ウ
、
人
ノ
障
リ
ニ
成
ラ
ヌ
ヤ
ウ
致
ス
ベ
キ
ナ
リ

　
　
　
　
　
（
午
前
四
時
）

　
一
日
ノ
謀
ハ
寅
ニ
ア
リ
　
一
年
ノ
謀
ハ
春
ニ
ア
リ

　
十
年
ノ
謀
ハ
樹
ヲ
植
ル
ニ
ア
リ

　
万
年
ノ
謀
ハ
功
業
ヲ
建
ル
ニ
ア
リ

　
一
生
ノ
謀
ハ
勤
ル
ニ
ア
リ

　
家
ヲ
治
ル
ノ
要
ハ
勤
ル
ト
倹
ナ
ル
ト
ニ
ア
リ
」

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
七
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
七
八
八
）

　
と
訓
戒
し
て
い
る
。

　
　
す
な
わ
ち
、
一
日
の
計
は
午
前
四
時
、
一
年
の
計
は
正
月
、
十
年
の
計
は
木
を
植
え
、
一
生
の
計
は
勤
勉
と
倹
約
に
あ
り
と
教
え
、

　
平
安
な
暮
し
や
家
業
経
営
が
ス
ム
ー
ス
に
行
っ
て
い
る
時
に
こ
そ
、
不
慮
の
災
害
や
不
況
に
よ
る
危
機
の
襲
来
に
思
い
を
致
し
、
万

　
事
正
路
の
渡
世
を
守
っ
て
、
世
人
の
心
に
背
反
し
た
り
、
人
の
障
害
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
と
反
省
し
、
慎
重
に
生

一
活
す
べ
き
で
あ
る
と
観
定
し
、
遠
き
を
慮
っ
て
暮
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
　
又
、
同
家
の
「
天
理
定
法
家
内
話
」
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク

　
　
「
豊
年
打
続
ケ
バ
凶
年
来
ル
、
ヨ
キ
跡
ハ
必
ズ
凶
シ
ト
思
フ
ベ
シ
、
登
レ
バ
下
ル
、
麗
ル
ノ
天
理
ナ
リ
、
不
慮
ノ
福
ア
レ
バ
不
慮

　
　
ワ
ザ
ハ

　
ノ
災
イ
ヲ
思
へ
、
吉
事
在
ル
時
二
何
事
モ
油
断
ナ
ク
、
若
シ
急
患
ノ
防
ハ
安
キ
常
ニ
ス
ベ
シ
」

　
と
戒
し
め
、
禍
福
が
交
互
に
襲
来
し
て
く
る
の
が
世
の
常
で
あ
り
、
災
禍
の
防
禦
は
平
安
な
時
に
こ
そ
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、

　
「
遠
き
慮
り
な
げ
れ
ば
必
ず
近
き
憂
あ
り
」
　
「
安
き
常
に
危
き
に
備
う
べ
し
」
と
教
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
外
村
与
左
衛
門
家
の
「
心
得
書
」
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
ひ
き

　
　
「
古
来
よ
り
我
家
相
伝
の
欠
引
方
は
自
然
天
性
に
し
て
…
…
只
天
性
成
行
き
に
し
て
…
…
只
天
性
成
行
に
随
ひ
家
の
作
法
其
筋
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
に
違
わ
ざ
る
様
、
目
先
当
前
の
名
聞
に
迷
わ
ず
遠
き
行
く
末
を
平
均
に
見
越
し
、
永
世
の
義
を
貫
き
計
ひ
申
す
可
き
也
、
是
即
ち
先

　
祖
代
々
の
思
召
退
転
無
く
今
に
相
続
い
た
す
所
也
」

　
と
規
定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
す
な
わ
ち
、
商
売
は
天
性
成
行
き
に
随
っ
て
決
し
て
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
　
「
我
が
家
相
伝
の
欠
引
」
は
家
法
を
よ
く
守
っ
て
、

　
「
目
先
当
前
の
名
聞
に
，
迷
わ
ず
」
に
、
遠
き
行
く
末
を
平
均
に
見
越
し
て
「
永
世
の
義
（
道
義
）
を
貫
き
」
通
し
て
道
に
は
ず
れ
な
い



商
売
を
す
る
事
が
、
先
祖
か
ら
の
遺
訓
で
あ
り
、
今
目
に
家
業
が
退
転
な
く
永
続
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
と
教
え
、
　
「
遠
慮
近
憂
」

の
商
法
を
堅
持
す
べ
し
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
三
　
民
主
的
深
慮
の
商
法

　
か
か
る
商
法
は
必
然
的
に
民
主
的
で
深
慮
と
慎
重
さ
が
要
請
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
引
の
手
堅
さ
が
望
ま
れ
る
に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
柏
原
家
「
家
内
定
法
帳
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ん
ど
こ
ろ
な
き

　
「
諸
掛
売
一
切
仕
る
問
敷
侯
、
尤
無
レ
拠
儀
者
可
及
相
談
侯
」

と
、
取
引
の
上
に
お
げ
る
貸
売
の
禁
止
を
規
定
し
、
ど
う
し
て
も
掛
売
し
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
店
中
で
よ
く
よ
く
相
談

検
討
の
上
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
同
家
の
「
条
目
」
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ク
　
ス
　
　
　
テ

　
「
買
物
前
金
之
義
向
後
無
用
に
可
レ
致
候
、
併
是
迄
貸
来
り
候
方
者
は
其
格
を
以
て
取
計
う
可
く
侯
、
勿
論
右
之
外
、
無
レ
拠
儀
侯

は
ば
其
節
相
談
に
及
ぶ
可
く
侯
」

と
、
仕
入
取
引
に
は
前
貸
金
に
。
よ
る
仕
入
取
引
を
禁
止
し
、
商
品
と
仕
入
代
金
の
同
時
交
換
を
規
定
し
、
止
む
を
得
ず
、
前
貸
に
よ

る
仕
入
を
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
場
合
は
よ
く
よ
く
相
談
し
た
上
で
取
引
す
る
こ
と
と
し
て
、
危
険
の
防
止
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
外
市
商
店
の
「
厳
改
正
」
の
場
合
も
、
取
引
の
危
険
、
失
策
の
防
止
規
定
を
次
の
如
く
設
げ
て
い
る
。

　
「
本
家
奥
帳
方
よ
り
諸
方
へ
無
レ
拠
取
替
金
い
た
し
侯
と
も
、
此
後
は
引
宛
こ
れ
無
き
先
へ
者
融
通
相
断
申
す
可
き
事

　
但
し
是
迄
仕
来
り
侯
口
は
右
之
含
を
以
て
情
炎
手
堅
く
取
引
致
す
可
く
侯
事
」

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
七
八
九
）
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と
観
定
し
、
相
保
物
件
の
な
い
得
意
先
へ
の
金
銭
の
融
通
を
禁
止
し
、
止
む
を
得
な
い
場
合
で
も
出
来
る
限
り
手
堅
く
取
引
を
す
る

事
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
外
村
与
左
衛
門
家
の
「
規
則
書
」
で
も
、

　
「
新
得
意
売
込
之
節
ハ
一
遍
相
談
之
上
取
究
申
す
可
き
事
」

と
観
定
し
、
新
規
の
得
意
を
開
拓
す
る
場
合
に
ー
は
「
一
遍
相
談
之
上
」
で
と
り
き
め
る
こ
と
と
し
て
、
極
め
て
民
主
的
で
慎
重
な
経

営
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
西
川
甚
五
郎
家
「
捷
」
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
シ

　
「
新
た
に
貸
借
致
し
侯
事
、
但
シ
身
元
燵
カ
ニ
て
信
用
致
す
可
き
人
ニ
ハ
篤
と
評
議
之
上
に
て
取
計
申
す
可
き
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
シ

　
「
何
二
寄
ラ
ズ
一
切
初
メ
ノ
取
談
二
始
終
之
損
益
善
悪
の
意
味
合
定
る
べ
し
。
一
日
之
計
ハ
朝
二
有
リ
、
一
年
之
計
ハ
元
日
二
有

り
と
申
す
事
、
十
年
百
年
行
末
永
久
之
計
ひ
も
初
メ
ノ
志
念
二
寄
ル
所
二
而
決
定
致
ス
ベ
シ
、
危
キ
ニ
寄
テ
ハ
決
シ
テ
久
シ
ヵ
ラ
ズ
、

故
二
万
事
初
メ
ノ
取
談
二
始
終
全
キ
事
を
覚
悟
致
ス
ベ
シ
。
必
ズ
取
引
ノ
始
メ
行
末
ヲ
見
通
シ
、
能
々
熟
談
之
上
決
定
致
ス
可
キ
事
、

肝
要
ナ
リ
」

と
規
定
し
、
新
得
意
の
開
拓
に
慎
重
を
期
し
、
岡
本
家
の
遺
言
に
お
げ
る
「
遠
慮
近
憂
」
の
商
法
に
お
げ
る
「
代
物
を
調
し
て
は
、

下
り
に
出
会
い
侯
事
を
」
　
「
金
銀
貸
し
借
り
に
は
、
返
済
、
返
弁
を
」
　
「
売
掛
げ
致
さ
ば
、
代
金
を
取
る
事
を
」
、
最
初
に
考
慮
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
全
く
同
様
に
教
訓
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
何
事
に
よ
ら
ず
万
事
は
取
り
か
か
り
の
最
初
の
取
究
め
に

よ
っ
て
、
そ
の
も
の
の
始
め
か
ら
し
ま
い
ま
で
の
善
悪
も
損
益
も
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
危
キ
ニ
寄
テ
ハ
決
シ
テ
久
シ
ヵ
ラ
ズ
」

よ
く
思
慮
を
め
ぐ
ら
せ
、
必
ず
取
引
の
始
め
に
行
く
末
、
先
き
先
き
の
事
を
よ
く
考
え
、
　
「
能
々
熟
談
の
上
決
定
」
す
る
事
が
肝
要



で
あ
る
と
し
、
実
に
慎
重
で
、
独
断
専
行
的
な
取
引
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ぱ
、
老
舗
の
商
法
は
独
り
勝
手
な
取
引

を
避
げ
、
主
人
以
下
店
の
従
業
員
す
べ
て
の
衆
知
を
集
め
た
英
知
に
基
き
、
民
主
的
な
方
法
で
慎
重
に
経
営
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
と
も
言
い
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
こ
の
点
、
柏
原
家
の
「
家
内
定
法
帳
」
の
第
二
条
に
お
い
て
、

　
「
店
商
売
の
儀
に
付
諸
事
相
談
の
上
、
古
来
よ
り
持
来
り
侯
格
式
を
以
て
仕
る
可
く
侯
」

と
規
定
し
て
い
る
が
、
幾
百
年
も
の
風
雪
に
堪
え
抜
い
た
老
舗
の
商
法
の
秘
訣
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
程
、
熟
談
と
深
慮
の

上
、
昔
か
ら
の
仕
来
た
り
や
、
経
験
に
照
し
て
、
極
め
て
民
主
的
な
方
法
で
家
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

　
矢
代
仁
丘
ハ
衛
家
の
「
定
メ
」
は
、
こ
の
点
を
次
の
如
く
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

　
　
あ
き
な
い

　
「
商
内
ノ
儀
ハ
、
主
人
、
朋
輩
中
ヘ
モ
相
談
致
シ
、
差
図
ナ
キ
商
内
一
切
仕
ル
間
敷
侯
、
若
シ
自
分
了
見
ヲ
以
テ
不
碍
筋
モ
コ
レ

有
リ
侯
ハ
バ
其
者
ノ
引
負
ト
致
サ
ス
可
ク
侯
事
」
　
・

　
す
な
わ
ち
、
取
引
は
主
人
や
仲
問
（
同
僚
）
と
よ
く
相
談
し
て
行
い
、
自
分
勝
手
な
売
買
を
一
切
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
指
図

も
受
け
ず
、
自
分
の
判
断
だ
げ
で
取
引
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
取
引
に
ょ
っ
て
生
じ
た
欠
損
は
本
人
の
借
金
に
す
る
と
し
て
い
る
。

　
「
年
来
売
来
り
侯
御
得
意
方
少
々
ニ
テ
モ
相
滞
リ
侯
ハ
バ
、
相
談
之
上
取
続
商
内
致
ス
可
ク
侯
事
」

と
、
た
と
え
、
古
い
取
引
先
で
あ
っ
て
も
、
些
少
た
り
と
も
売
掛
金
の
回
収
が
滞
っ
た
場
合
は
、
よ
く
相
談
を
し
た
上
で
、
引
続
い

て
取
引
を
行
う
よ
う
に
せ
よ
と
規
定
し
、
取
引
の
慎
重
を
期
し
、
「
遠
き
慮
な
げ
れ
ぱ
近
き
憂
あ
り
」
の
商
法
に
徹
し
た
、
し
か
も
、

民
主
的
で
独
断
を
排
し
た
家
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）

九
　
（
七
九
一
）
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一
〇
　
（
七
九
二
）

四
　
用
心
深
い
商
法
と
用
心
の
経
営

　
Ｈ
　
用
心
深
い
商
法

　
か
く
て
取
引
は
極
め
て
用
心
深
い
の
が
老
舗
商
法
の
特
徴
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
中
山
人
形
店
の
「
商
人
ノ
教
則
」
第
二
十
一
条
に
は
、
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
マ
シ
モ
ノ

　
「
商
業
上
ノ
約
定
ハ
成
ル
可
ク
ロ
頭
ヲ
避
ケ
証
書
ヲ
以
テ
ナ
ス
ベ
シ
、
商
業
上
ノ
交
際
ハ
、
男
女
ヲ
問
ハ
ズ
総
テ
彼
等
ヲ
騎
者
ト

思
フ
ベ
シ
」

　
す
な
わ
ち
、
商
業
取
引
上
の
約
定
は
文
書
を
も
っ
て
行
い
、
口
約
束
は
回
避
す
る
と
。
商
売
上
の
交
際
は
男
女
を
問
わ
ず
す
べ
て

　
　
　
、
　
　
　
、

彼
等
を
騎
老
と
思
い
、
相
手
に
っ
げ
こ
ま
れ
る
よ
う
な
ス
キ
を
絶
対
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
用
心
深
い
商
法
が
大
切
で

あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
中
国
の
兵
法
家
孫
子
が
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
、
百
戦
あ
や
う
か
ら
ず
」
と
い
っ
た
有
名
空
言
葉
が
あ

る
が
、
商
い
の
道
も
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
相
手
を
見
抜
く
力
量
が
商
人
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
要
素
で
あ
る
。
相
手

に
欺
か
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
く

　
江
戸
時
代
の
諺
に
「
商
人
と
屏
風
は
直
に
て
は
立
た
ず
」
と
か
、
　
「
ウ
ソ
も
元
手
の
う
ち
」
　
「
商
人
の
ウ
ソ
は
神
様
も
お
許
し
」

等
々
、
手
黒
の
商
い
が
、
あ
た
か
も
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
。
、
悪
徳
商
人
の
横
行
し
て
い
る
の
が
商
人
の
世

界
で
あ
る
。
だ
ま
さ
れ
な
い
、
用
心
深
い
こ
と
が
如
何
に
大
切
な
か
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

　
世
俗
で
「
商
人
は
木
の
葉
も
錦
に
飾
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
商
人
は
っ
ま
ら
ぬ
商
品
で
も
り
っ
ぱ
な
も
の
の
よ
う
に
か
ざ
っ
て

見
せ
、
客
に
良
い
品
物
だ
と
思
わ
せ
て
売
り
つ
げ
る
。
そ
れ
が
商
人
の
腕
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
悪
徳
商
人
、
あ
る
い
は
、
か
っ
て



の
石
油
危
機
（
昭
和
四
十
八
年
末
）
の
場
合
の
よ
う
に
、
産
油
国
の
石
油
生
産
削
減
と
石
油
価
格
の
値
上
げ
に
便
乗
し
た
買
い
占
め
、

売
り
惜
し
み
、
千
戴
一
遇
の
好
機
と
作
為
的
に
物
価
の
狂
乱
高
騰
を
図
る
悪
徳
商
人
、
暴
利
を
貧
る
反
杜
会
的
企
業
が
如
何
に
多
い

か
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
か
か
る
悪
徳
商
人
に
だ
ま
ふ
れ
な
い
こ
と
。
　
「
そ
の
手
は
桑
名
の
焼
蛉
」
の
埋
言
は
、
企
業
永
続
の
た

め
に
は
味
う
べ
き
言
葉
で
あ
る
。
　
「
用
心
深
い
商
法
」
が
、
老
舗
の
商
法
で
あ
り
、
経
営
の
上
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
大
事
な
要

素
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
四
二
〇
余
年
も
続
い
て
い
る
老
舗
の
当
主
、
千
切
屋
治
丘
ハ
衛
氏
が
「
私
は
取
引
を
す
る
時
に
、

若
し
失
倣
し
た
時
に
は
ど
う
す
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
が
念
頭
を
離
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
永
続
し
て
来
た
老
舗
の
灯
火
を
消

さ
な
い
よ
う
に
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
と
い
っ
た
重
い
責
任
を
背
負
っ
た
老
舗
の
主
人
の
立
場
と
、
そ
こ
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
用
心
深

い
老
舗
の
商
法
が
、
こ
の
短
か
い
言
葉
の
中
に
、
合
蓄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
○
　
火
の
用
心

　
次
に
老
舗
は
単
に
商
い
が
用
心
深
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
経
営
、
す
な
わ
ち
、
日
常
の
暮
し
の
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
き
お
も
ん
ば
か
り

に
お
い
て
も
極
め
て
「
遠
慮
」
と
「
用
心
」
が
同
時
に
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
は
火
の
用
心
で
あ
る
。

　
世
に
い
う
こ
わ
い
も
の
で
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
」
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
、
最
も
頻
発
し
、
財
宝
を
ば
影
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ど
ん
　
　
と
も
し
び

形
も
な
く
し
、
灰
嬢
に
帰
す
る
も
の
は
火
事
で
あ
る
。
こ
と
に
、
紙
と
木
で
造
ら
れ
た
家
屋
、
行
灯
と
灯
火
の
生
活
、
加
え
て
消
火

道
具
の
幼
稚
さ
と
、
消
火
用
水
の
末
発
達
な
ど
で
、
近
世
に
お
げ
る
商
家
の
都
市
生
活
で
一
番
恐
れ
ら
れ
た
も
の
は
火
事
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
げ
に
火
事
に
対
す
る
用
心
に
は
細
心
の
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
火
事
を
出
せ
ば
縄
帯
を
し
め
、
ハ
ダ
シ
に

な
っ
て
村
中
を
あ
や
ま
っ
て
廻
り
、
そ
の
土
地
に
住
め
た
く
な
っ
て
、
立
退
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
慣
習
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
げ
に
火

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
七
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
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巻
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五
・
六
合
併
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二
一
（
七
九
四
）

事
を
出
し
た
が
最
後
、
家
の
没
落
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
家
訓
や
店
則
の
中
で
火
の
用
心
の
規
定
を
設
げ
て
防
火
に

努
力
を
拡
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
も
こ
の
故
で
あ
る
。
中
に
は
防
火
規
則
だ
げ
を
独
立
し
て
設
げ
、
火
急
に
備
え
て
い
る
老
舗
す

ら
見
受
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
ま
ず
、
防
火
の
規
定
と
し
て
は
、
木
村
卯
丘
ハ
衛
家
．
「
家
法
定
書
」
に
、

　
「
火
の
用
心
専
一
、
主
人
家
内
之
者
、
手
代
子
供
下
女
に
至
る
ま
で
、
火
の
廻
り
之
外
、
如
何
体
用
向
こ
れ
有
侯
共
、
二
階
、
く

ら
、
う
ら
廻
り
等
、
火
を
持
ち
取
扱
い
一
切
無
用
の
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
外
村
与
左
衛
門
家
「
観
則
書
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
改
仕
着
施
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
）

　
「
起
番
は
若
衆
よ
り
下
男
ま
で
弐
人
宛
、
判
取
之
節
よ
り
相
勤
、
一
字
毎
に
入
念
火
元
廻
り
致
す
可
き
事
、
但
し
、
夜
喰
、
茶
漬

之
外
禁
酒
之
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
矢
代
仁
兵
衛
家
「
定
メ
」
に
は
、

　
「
家
内
火
ノ
元
ノ
吟
味
油
断
ナ
ク
気
ヲ
付
ケ
申
ス
可
ク
侯
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

　
湯
浅
佑
一
家
「
相
続
講
」
に
は
、

　
「
火
之
元
事
常
々
油
断
無
く
昼
夜
相
心
掛
げ
、
支
配
人
見
廻
り
、
家
内
に
得
と
申
聞
か
造
、
大
切
に
相
守
り
申
す
可
く
侯
事
」

　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
矢
谷
家
「
家
訓
」
に
は
、

　
「
火
災
、
盗
難
の
用
心
、
常
々
厳
敷
心
が
げ
る
べ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

　
西
村
彦
兵
衛
家
の
「
見
世
之
者
江
常
々
申
聞
セ
ル
心
得
之
事
」
に
は
、

　
「
火
之
用
心
大
切
に
入
念
二
申
ス
可
キ
事
奔
二
盗
難
用
心
気
ヲ
付
ケ
申
ス
可
キ
事
」

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

　
宇
佐
美
松
鶴
堂
の
「
家
訓
」
に
は
、

　
「
捷
に
お
ぢ
よ
、
火
に
．
お
ぢ
よ
…
…
」

と
あ
り
、
何
れ
の
老
舗
で
も
、
火
の
用
心
に
大
い
に
努
力
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
の
場
合
は
、
先
ず
「
家
内
定
法
帳
」
に
お
い
て
、

　
「
火
の
用
心
、
盗
人
用
心
に
心
を
付
合
い
大
切
に
仕
る
可
き
事
」

と
規
定
し
、
更
に
「
条
目
」
に
お
い
て
、

　
「
心
の
用
心
第
一
之
事
、
盗
人
用
心
常
々
心
掛
置
、
夜
番
等
大
切
に
１
相
勤
む
可
き
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

と
定
め
て
い
る
。
更
に
、
同
家
の
「
役
割
の
覚
」
に
お
い
て
は
一
そ
の
具
体
的
な
用
心
の
仕
方
を
教
え
て
い
る
。

「
毎
夜
御
隠
居
と
ま
り
番
並
び
に
竈
番
壱
人
宛
替
り
く
厳
重
に
相
勤
め
申
す
可
く
侯
、
別
し
て
火
の
用
心
大
切
に
致
し
、
裏

番
は
時
々
柏
子
木
打
ち
、
所
々
の
戸
締
り
、
並
に
屋
根
廻
り
、
其
外
能
々
見
廻
り
用
心
厳
重
に
致
し
、
怠
り
な
く
相
勤
め
申
す
可
き

事
」と

あ
り
、
柏
子
木
を
打
っ
て
厳
重
に
火
の
用
心
の
見
廻
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
出
火
に
際
し
て
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
細
か
に
規
定
し
、
被
害
を
出
来
る
だ
げ
僅
少
に
く
い
止
め
る
よ
う
に
努

力
を
払
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ま
ず
避
難
に
つ
い
て
は
、
女
、
老
人
、
子
供
、
重
要
な
物
品
や
帳
面
の
避
難
と
安
全
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
「
条
目
」
に
は
、

　
「
出
火
の
醐
、
他
所
へ
出
申
問
敷
侯
、
火
元
、
方
角
相
知
侯
は
ぼ
、
見
舞
の
人
指
図
遣
す
可
く
侯
、
他
所
に
在
ら
れ
侯
御
、
出
火

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
七
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
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六
合
併
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一
四
　
（
七
九
六
）

相
聞
き
侯
は
ば
、
火
の
元
此
の
辺
に
侯
は
ば
早
速
走
り
帰
り
申
す
可
く
侯
、
尤
此
辺
問
違
い
と
も
大
火
に
候
は
ぼ
早
々
帰
ら
れ
申
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き

可
く
侯
、
平
日
用
心
し
、
出
火
の
刻
入
用
の
諸
道
具
等
相
改
め
置
き
申
す
可
き
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

　
湯
浅
佑
一
家
「
相
続
講
」
に
は
、

　
「
出
火
之
節
、
代
呂
物
は
申
す
に
１
及
ぱ
す
、
諸
道
具
等
取
仕
舞
の
様
、
家
内
申
合
は
せ
、
其
の
役
割
を
兼
ね
て
よ
り
致
し
置
き
、

手
都
合
能
き
様
に
致
す
可
き
事
、
尤
も
立
退
き
侯
者
子
供
怪
我
こ
れ
無
き
様
に
気
を
っ
げ
、
一
諾
に
行
先
を
相
定
め
置
き
申
す
可
く

侯
事
」

と
、
出
火
な
ら
び
に
近
火
の
場
合
の
心
得
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

　
矢
代
仁
丘
ハ
衛
家
「
定
メ
」
に
は
、

　
「
出
火
之
御
、
他
所
へ
罷
出
侯
者
、
早
速
帰
り
申
ス
可
キ
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

　
木
村
卯
丘
ハ
衛
家
「
家
法
定
書
」
に
は
、

　
「
下
宅
近
火
の
節
、
第
一
番
帳
面
、
老
人
、
子
供
、
女
向
き
は
何
事
、
何
品
た
り
と
も
相
捨
て
置
き
、
早
々
立
退
き
申
す
可
く
、

家
内
之
者
に
何
事
申
附
げ
侯
事
無
用
、
老
人
、
子
供
、
女
向
き
召
連
れ
、
早
々
立
退
く
事
、
尤
も
常
々
に
大
切
な
品
も
の
、
金
子
之

類
、
着
物
、
く
ら
へ
取
納
め
置
く
可
き
事
、

　
尤
も
下
宅
捨
て
置
き
、
早
々
火
の
元
へ
参
り
助
力
致
す
可
し
、
手
代
、
子
供
、
女
向
き
は
常
々
入
れ
物
を
改
め
、
非
常
時
な
る
後
、

夫
々
の
品
物
を
代
価
に
て
助
力
の
事
」

と
規
定
し
、
避
難
の
手
順
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
商
家
で
あ
る
為
か
、
帳
面
の
持
出
し
を
一
番
に
あ
げ
、
ま
た
、
老
人
、

子
供
、
女
は
ま
ず
避
難
が
大
切
で
あ
っ
て
、
持
物
や
そ
の
時
の
役
目
申
付
は
一
切
無
用
、
身
一
っ
で
よ
い
か
ら
早
々
に
立
退
く
べ
し



と
し
て
、
人
命
の
尊
重
を
第
一
に
し
て
い
る
点
は
見
事
な
規
定
と
い
え
る
。
し
か
も
、
そ
の
場
合
に
焼
失
し
た
夫
々
の
持
物
は
、
代
価

で
も
っ
て
災
害
後
に
保
証
し
て
や
る
か
ら
、
ま
ず
避
難
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
い
っ
た
暖
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
規
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
手
代
以
上
は
、
自
家
は
捨
て
て
お
い
て
火
元
に
馳
せ
つ
げ
、
消
火
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

　
外
村
与
左
衛
門
家
の
「
定
目
」
に
は

　
「
出
火
之
節
は
兼
ね
て
申
し
渡
し
通
り
、
平
生
に
能
く
相
心
得
て
置
き
申
す
可
き
事
、
右
の
役
割
書
き
附
け
、
台
所
に
張
り
付
げ

置
く
事

　
但
し
、
近
火
類
焼
の
節
は
先
格
作
法
相
心
得
申
す
可
き
事

　
並
に
、
水
掛
り
、
弁
利
之
道
具
、
装
束
、
丁
ち
ん
等
々
、
常
々
能
々
調
べ
置
き
、
そ
ん
じ
物
は
早
速
直
し
置
き
、
急
度
用
意
致
す

可
き
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
も
の

と
規
定
し
て
い
る
。
出
火
の
場
合
の
役
割
は
書
物
に
し
て
台
所
に
掲
示
し
、
日
頃
に
徹
底
し
て
お
く
こ
と
。
水
、
道
具
、
装
束
、
提

灯
等
は
平
生
か
ら
よ
く
点
検
し
て
お
き
、
損
じ
も
の
は
修
理
し
、
い
ざ
と
い
っ
た
場
合
に
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に
備
え
て
お
く
べ
き

で
あ
る
と
教
訓
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

　
な
お
、
同
家
に
は
「
近
火
心
得
の
事
」
と
い
っ
た
火
事
の
対
策
観
定
を
独
立
し
て
設
け
、
火
災
に
備
え
て
い
る
。

　
「
第
一
条
　
出
勤
老
分
中
は
御
仏
檀
（
本
尊
、
和
讃
、
御
文
）
、
証
文
箱
、
条
目
其
外
大
切
之
書
物
、
兼
而
用
意
之
風
呂
敷
に
包
み

角
入
以
下
之
子
供
病
人
等
召
連
、
人
数
相
改
め
早
々
立
替
き
申
す
可
き
事
」

　
す
な
わ
ち
、
持
ち
出
し
物
件
は
仏
檀
・
仏
具
・
証
文
箱
ギ
条
目
（
家
訓
）
、
其
他
重
要
書
類
で
、
こ
れ
を
非
常
用
の
風
呂
敷
に
包
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
い
り
　
　
　
　
（
小
僧
）

で
持
ち
出
す
こ
と
。
避
難
す
べ
き
者
は
角
入
以
下
の
子
供
・
病
人
等
で
あ
っ
て
、
人
員
点
乎
の
上
、
落
伍
者
の
有
無
を
調
べ
、
早
く

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
七
九
七
）
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一
六
　
（
七
九
八
）

火
災
現
場
か
ら
安
全
な
場
所
へ
立
退
く
べ
し
と
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
「
第
二
条
　
出
勤
別
宅
之
者
は
筆
記
ど
も
召
連
れ
、
表
口
相
守
り
、
万
事
月
記
帳
へ
印
る
さ
せ
、
手
伝
に
参
り
侯
人
を
見
定
め
、

夫
々
相
頼
み
申
す
可
く
侯
、
尤
も
何
事
こ
れ
有
り
侯
共
、
火
急
に
及
ば
ざ
る
内
は
獲
り
に
騒
ぎ
申
す
間
敷
事

　
但
し
諾
道
具
他
へ
運
ば
せ
侯
は
ば
、
品
毎
に
名
札
付
げ
さ
せ
侯
事
、
常
々
表
札
用
意
致
し
置
く
可
く
侯
」

　
こ
れ
は
近
火
の
場
合
に
、
お
げ
る
出
勤
別
宅
の
役
目
を
規
定
し
た
条
文
で
、
筆
記
人
を
差
図
し
、
見
舞
客
、
手
伝
人
を
見
定
め
て
記

録
し
、
夫
々
の
用
事
を
頼
む
こ
と
。
品
物
の
搬
出
に
当
っ
て
は
、
品
物
に
名
札
を
付
げ
て
、
紛
ぎ
れ
た
り
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
常
に
表
札
は
用
意
し
て
置
く
べ
き
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
）

　
「
第
三
条
　
本
支
配
よ
り
添
支
配
迄
の
者
は
諾
帳
面
、
判
箱
相
集
め
、
兼
ね
て
用
意
の
入
物
に
納
め
、
表
口
守
り
居
り
侯
別
宅
之

者
へ
相
渡
し
置
き
、
夫
れ
よ
り
土
蔵
・
坊
方
差
図
致
す
可
き
事
」

　
支
配
役
・
副
支
配
役
の
役
目
規
定
で
、
先
ず
諾
帳
面
、
判
箱
の
避
難
方
法
と
手
順
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
か
り

　
「
第
四
条
　
烈
頭
並
に
同
格
の
者
、
方
角
に
近
き
蔵
よ
り
相
掛
り
、
戸
前
口
を
守
り
、
運
び
込
み
候
代
呂
物
計
入
ら
せ
、
尤
も
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
お
げ

分
相
詰
め
申
ざ
ず
、
内
窓
締
り
等
相
改
め
、
斗
桶
へ
水
を
入
れ
、
静
か
に
戸
口
〆
切
り
申
す
可
き
事

　
但
し
、
代
眉
物
の
外
、
仏
檀
、
帳
単
子
計
、
諸
道
具
、
衣
る
い
杯
入
れ
申
問
敷
事

　
夫
と
も
、
蔵
広
く
風
並
に
よ
り
て
は
格
別
之
儀
と
相
心
得
可
く
侯
」

　
烈
頭
及
び
同
格
の
老
の
役
目
規
定
で
、
商
品
を
土
蔵
へ
積
込
む
こ
と
が
そ
の
役
目
で
あ
る
。
そ
の
土
蔵
へ
積
込
む
場
合
の
方
法
は

品
物
を
押
込
ま
な
い
事
、
内
窓
の
締
り
を
充
分
見
届
げ
、
火
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
斗
桶
ｒ
水
を
汲
ん
で
蔵
の
中
の
湿
度
を
保
ち
、

火
事
に
な
ら
頃
よ
う
に
し
て
、
落
ち
付
い
て
静
か
に
戸
口
を
締
め
切
る
べ
し
、
と
規
定
し
て
い
る
点
は
実
に
，
立
派
な
規
定
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
か
り

　
「
第
五
条
　
若
頭
・
若
衆
・
脇
屋
之
者
は
代
呂
物
計
運
び
入
れ
申
す
可
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
ぱ
し
ご

　
尤
も
二
階
、
地
分
場
常
々
用
心
縄
梯
子
置
く
可
き
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ス

　
こ
れ
は
若
頭
・
若
衆
級
（
手
代
）
の
役
目
規
定
で
、
商
品
を
蔵
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
役
目
で
あ
る
。
積
込
む
の
は
前
述
の
烈
頭
ク
ラ
ス

で
あ
る
。

　
二
階
に
は
火
急
に
備
え
て
縄
梯
子
を
い
っ
も
置
い
て
お
く
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
目
た
お
、
大
い
に
参
考
に
す
べ

き
規
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か
な
い
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
「
第
六
条
　
台
所
、
賄
方
並
に
下
男
之
者
目
塗
土
に
十
切
水
を
入
れ
、
手
伝
方
参
ら
ず
共
、
目
塗
り
出
来
侯
様
致
し
置
き
、
夫
よ
り

水
拭
き
の
道
具
（
濡
楚
．
バ
ヶ
ツ
等
）
程
能
き
所
に
置
き
、
水
汲
み
申
す
可
き
事

　
但
し
賄
方
の
も
の
、
呑
み
水
、
冷
酒
等
桶
に
入
れ
、
店
先
へ
置
き
中
す
可
き
事
」

　
こ
れ
は
、
台
所
、
賄
方
、
下
男
等
奉
公
人
の
役
目
で
あ
る
。
ま
ず
一
番
に
土
蔵
の
目
張
り
（
火
が
土
蔵
に
入
ら
ぬ
よ
う
、
隙
き
問
を
泥

土
で
塗
り
込
む
こ
む
こ
と
で
あ
り
、
京
都
で
は
火
事
が
起
る
と
老
舗
専
属
の
手
伝
が
い
て
、
直
ち
に
馳
げ
っ
げ
て
、
土
蔵
に
目
張
り
を
行
っ
て
防
火

に
っ
と
め
た
）
に
使
用
す
る
泥
土
（
粘
土
）
に
水
を
入
れ
て
練
り
、
目
張
り
が
出
来
る
よ
う
に
用
意
し
、
っ
い
で
、
水
拭
き
の
道
具
を
都

合
の
よ
い
所
に
置
き
、
水
汲
み
を
ど
ん
ど
ん
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
賄
方
の
も
の
は
、
呑
み
水
や
冷
酒
等
を
桶
に
入
れ

て
店
先
き
置
き
、
の
ど
の
渇
き
や
、
元
気
付
け
に
協
力
す
る
こ
と
。
こ
れ
も
今
目
大
い
に
参
考
に
し
、
常
に
備
え
を
怠
ら
ぬ
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ソ
ク
　
　
お
よ
う
ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

　
「
第
七
条
　
平
日
蟻
燭
・
提
灯
預
り
役
之
者
非
常
之
節
者
猶
更
不
都
合
こ
れ
な
き
様
相
心
得
、
店
中
、
庭
、
蔵
前
等
闇
か
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
と
痩

様
、
用
意
之
大
提
灯
灯
し
申
す
可
き
事

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
七
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
八
○
○
）

　
但
し
右
提
灯
よ
り
手
あ
や
ま
ち
杯
こ
れ
無
き
様
見
廻
り
、
詰
め
致
す
可
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
こ
れ
は
、
ロ
ー
ソ
ク
・
提
灯
係
の
役
目
規
定
で
あ
る
。
出
火
は
夜
が
多
く
、
多
く
は
慌
て
て
取
り
乱
し
、
冷
静
な
判
断
を
欠
く
。

　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

ま
し
て
闇
け
れ
ぱ
尚
更
で
あ
る
。
こ
の
時
に
大
提
灯
を
灯
し
て
足
元
を
明
る
く
し
、
店
中
・
庭
・
蔵
前
を
灯
火
で
明
る
く
す
る
こ
と

が
如
何
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
役
目
係
の
者
は
、
灯
火
に
詰
め
切
り
、
消

え
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
過
失
に
よ
っ
て
提
灯
か
ら
火
を
出
さ
な
い
よ
う
に
巡
廻
を
怠
っ
て
は
た
ら
た
い
、

と
規
定
し
て
い
る
。

　
最
後
に
「
右
之
条
々
銘
々
相
心
得
置
き
、
万
一
之
節
必
ず
相
騒
ぎ
申
す
間
敷
き
事
」
と
戒
め
、
不
慮
の
火
事
に
対
し
、
極
め
て
手
順

よ
く
応
対
し
、
災
害
を
出
来
る
限
り
僅
少
に
食
い
止
め
る
対
策
が
日
頃
か
ら
講
畦
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
老
舗
の
経
営
が

単
に
ー
商
業
上
の
「
遠
慮
近
憂
の
商
法
」
の
み
に
限
ら
ず
、
暮
し
中
に
お
げ
る
「
遠
慮
近
憂
」
の
生
き
方
を
示
す
と
こ
ろ
の
一
例
で
あ
る
。

　
な
お
、
以
上
の
諾
規
定
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
内
を
含
め
て
、
火
急
に
臨
ん
だ
時
の
対
策
で
あ
る
が
、
他
町
出
火
の
場
合
は
如

何
に
対
処
す
べ
き
か
に
っ
い
て
も
同
様
、
細
か
な
規
定
を
設
げ
て
、
そ
の
場
に
臨
ん
で
戸
惑
わ
な
い
よ
う
に
、
前
も
っ
て
対
策
が
作

成
さ
れ
て
い
た
。

　
「
第
一
条
　
他
町
出
火
之
節
方
角
に
よ
り
見
舞
に
参
り
申
す
可
き
事

服
賞
砧
よ
り
一
実
順
番
之
事

讐
繍
内
よ
り
一
壱
合



　
台
所
男
之
内
よ
り
　
　
　
　
壱
人
　
同

　
荷
造
り
出
入
之
者
　
　
　
　
弐
人
　
同

　
〆
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り

　
但
し
方
角
多
分
掛
り
侯
処
者
、
荷
造
計
、
又
者
壱
人
丈
け
参
る
可
く
侯
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ

　
右
之
通
り
相
心
得
申
す
可
く
侯
、
尤
装
束
の
も
の
途
中
に
て
気
を
配
り
、
掛
り
数
斬
と
存
じ
候
は
ぼ
壱
人
早
々
引
か
え
し
申
す
可

く
、
順
々
に
人
足
操
り
出
し
申
す
可
く
侯
、
若
し
又
、
掛
り
こ
れ
無
き
時
は
場
所
迄
参
ら
ず
候
共
苦
し
か
ら
ず
侯
問
、
早
く
引
取
り

申
す
可
き
事
」

と
規
定
し
、
火
事
見
舞
、
そ
の
時
の
装
束
及
び
消
火
の
人
足
の
繰
り
出
し
方
等
に
っ
い
て
の
取
り
き
め
を
行
っ
て
い
る
。

　
誰
が
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
火
事
装
束
に
身
を
か
た
め
て
行
く
こ
と
。
・
烈
頭
・
副
支
配
格
よ
り
一
人
、
若
衆
・

若
頭
格
よ
り
一
人
、
台
所
男
よ
り
一
人
、
荷
造
り
の
た
め
に
出
入
し
て
い
る
も
の
よ
り
二
人
、
合
計
五
人
が
ひ
と
ま
ず
見
舞
に
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
情
況
に
よ
っ
て
は
時
宜
に
か
な
っ
た
処
置
を
と
る
よ
う
に
望
ま
れ
て
い
る
。

　
「
第
二
条
　
出
火
之
節
、
子
供
屋
根
へ
上
り
申
す
問
敷
き
事
」

　
屋
根
に
上
っ
て
火
事
見
物
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
怪
我
は
勿
論
、
屋
根
を
損
傷
す
る
か
ら
こ
れ
を
未
然
に
、
防
ぐ
た
め
の
規

定
で
あ
る
。

　
「
第
三
条
夜
分
出
火
之
節
、
前
書
の
通
り
、
店
よ
り
参
り
侯
は
ぼ
、
其
者
残
ら
ず
帰
り
侯
ま
で
、
出
勤
（
別
家
）
壱
人
、
支
配
壱

人
は
店
に
詰
め
切
り
申
す
可
く
侯
事

　
但
し
火
事
場
へ
参
り
侯
は
ば
食
事
致
す
可
く
問
、
起
番
の
者
、
在
り
合
せ
も
の
に
て
推
へ
置
く
可
き
事
」

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
八
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
八
〇
二
）

　
こ
れ
は
、
夜
分
で
火
事
見
舞
客
来
訪
に
対
す
る
応
待
に
っ
い
て
の
鏡
定
で
あ
る
。
出
勤
別
家
一
人
と
支
配
人
一
人
が
店
に
詰
め
切

っ
て
礼
を
失
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
な
お
、
火
事
場
へ
出
掛
げ
た
も
の
に
は
、
起
番
の
も
の
は
有
り
合
せ
も
の
で
ょ
い
か
ら
夜

食
の
用
意
を
し
て
お
く
こ
と
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

　
矢
代
仁
丘
ハ
衛
家
「
定
メ
」
に
も
、

　
「
急
火
ノ
醐
り
、
銘
々
平
生
心
掛
ケ
ア
ル
ベ
ク
候
、
別
シ
テ
番
頭
ノ
者
、
夜
分
ナ
ド
ハ
心
ヲ
付
ケ
テ
小
老
二
至
ル
迄
一
人
モ
残
ラ

ズ
乎
ビ
起
シ
、
方
向
ヲ
申
聞
カ
セ
相
逃
シ
申
ス
可
ク
候
、
並
二
帳
箱
・
証
文
持
出
ル
事
」

　
火
急
の
場
合
の
処
置
を
明
記
し
、
幼
な
い
丁
稚
を
一
人
残
ら
ず
呼
び
起
し
、
出
火
の
方
向
を
教
え
、
一
人
残
ら
ず
避
難
さ
せ
、
つ

い
で
帳
箱
・
証
文
を
持
ち
出
す
べ
し
と
規
定
し
て
い
る
。

　
以
上
、
京
都
に
お
げ
る
老
舗
に
は
、
火
の
用
心
は
勿
論
の
こ
と
、
出
火
時
に
お
げ
る
役
割
の
諸
規
定
を
前
も
っ
て
設
け
、
そ
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
平
生
か
ら
手
落
ち
が
な
い
よ
う
周
到
に
備
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
嘗
　
盗
賊
の
用
心

　
な
お
、
盗
難
に
つ
い
て
も
、
不
寝
番
制
を
設
げ
て
夜
警
に
つ
と
め
、
店
の
戸
締
を
厳
重
に
し
て
、
こ
れ
を
防
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

　
矢
代
仁
兵
衛
家
「
定
メ
」
に
は
、

　
「
店
、
土
蔵
シ
マ
リ
、
毎
夜
念
ヲ
入
レ
、
相
改
メ
申
ス
可
キ
事
」

　
　
　
　
　
　
シ
メ

　
「
土
蔵
戸
前
〆
役
ノ
者
、
皆
他
行
致
ス
間
敷
候
、
用
事
コ
レ
有
リ
侯
共
右
ノ
一
人
ハ
急
度
在
宿
コ
レ
在
ル
ベ
キ
事
」

と
規
定
し
、
盗
難
の
防
止
に
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

　
外
村
与
左
衛
門
家
「
定
目
」
で
は
、



　
「
盗
難
の
用
心
、
日
夜
見
廻
り
申
す
可
き
事
」

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
外
、
矢
谷
家
、
柏
原
家
、
西
村
彦
丘
ハ
衛
家
、
湯
浅
佑
一
家
等
の
家
訓
で
は
、
さ
き
に
述
べ
た
如
く
火
の
用

心
と
井
記
し
て
盗
賊
の
用
心
を
か
か
げ
、
不
慮
の
被
害
か
ら
家
業
を
守
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
五
　
堪
忍
の
商
法
と
暮
し
の
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ
　
　
　
ふ
だ
ん

　
「
忍
の
字
は
身
の
内
の
主
也
、
不
断
に
七
情
乃
客
来
あ
り
、
よ
く
考
へ
い
ず
れ
も
忍
の
あ
し
ら
ひ
方
第
一
、
其
の
品
し
る
し
が
た

し
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

　
こ
れ
は
、
福
田
家
「
常
盤
家
の
苗
」
の
巻
頭
に
記
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
七
情
と
は
、
喜
・
怒
・
哀
・
耀
・
愛
・
悪
・
欲
の
人
情

を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
来
客
や
得
意
先
に
は
い
ろ
い
ろ
な
性
格
の
人
が
あ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
。
時
に
は
気
に
く
わ
ぬ
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
だ
れ

る
し
、
腹
の
立
っ
こ
と
も
あ
る
が
、
　
「
商
は
笑
で
あ
る
」
　
「
商
い
は
牛
の
挺
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
客
の
応
待
に
は
常
に
ニ

コ
ニ
コ
商
法
で
、
決
し
て
腹
を
立
て
ず
、
気
持
よ
く
接
待
す
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

　
安
田
多
七
家
「
家
憲
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
の

　
「
倹
勤
と
忍
耐
は
貨
殖
の
道
な
り
、
人
に
し
て
貨
殖
の
道
を
重
ん
畦
ざ
る
時
は
、
身
を
修
め
、
家
を
整
ふ
る
事
能
わ
ず
、
予
は
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
さ

の
倹
勤
と
忍
耐
と
を
以
て
畢
生
行
ふ
べ
き
二
徳
と
し
、
之
に
由
て
柳
か
貨
殖
の
道
を
得
、
其
の
希
望
を
達
し
た
り
」

　
商
人
の
貨
殖
の
道
は
、
後
勤
と
忍
耐
に
あ
り
と
し
た
も
の
で
、
堪
忍
の
商
法
は
商
家
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

　
向
井
家
の
「
家
内
諭
示
記
」
に
は
、

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
八
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
八
〇
四
）

　
「
何
事
ニ
モ
急
怒
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
堪
忍
ス
ル
ニ
ア
リ
、
一
度
ノ
怒
リ
ニ
テ
命
ヲ
失
フ
モ
ノ
ア
リ
、
是
レ
慎
ム
ベ
キ
ニ
プ
リ
」

　
と
戒
し
め
、
堪
忍
の
徳
を
説
い
て
い
る
。
堪
忍
袋
の
緒
を
切
っ
た
た
め
、
播
磨
国
五
万
三
五
〇
〇
石
の
領
地
を
失
い
、
藩
取
潰
し

の
悲
劇
を
演
じ
た
浅
野
長
短
、
已
も
一
命
を
切
腹
で
失
い
、
藩
士
を
も
路
頭
に
迷
わ
し
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
一
度
の
怒
り

に
て
命
を
失
い
、
あ
た
ら
、
祖
先
の
家
を
潰
し
て
し
ま
っ
た
好
適
例
で
あ
る
。
「
遠
慮
近
憂
の
商
法
」
と
そ
の
家
業
経
営
に
は
、
堪
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ん
ぱ
か

の
商
法
と
、
堪
忍
の
暮
し
が
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
要
素
で
あ
る
。
遠
き
こ
と
を
慮
れ
ば
、
な
ら
ぬ
堪
忍
も
耐
え
忍
ば
な
げ
れ
ば

な
ら
ぬ
。
耐
え
が
た
き
を
耐
え
、
忍
び
が
た
き
を
忍
ん
で
こ
そ
、
春
の
開
花
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
「
忍
の
字
は
身
の
内

の
主
也
」
で
あ
り
、
家
業
永
続
の
基
盤
と
杢
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

　
矢
谷
家
の
「
家
訓
」
の
中
に
。
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
ず

　
「
家
を
治
め
る
は
堪
忍
を
第
一
と
す
。
著
を
こ
ら
へ
、
欲
を
お
さ
へ
て
、
　
慾
に
せ
ざ
る
も
皆
是
堪
忍
也
。
万
の
事
、
心
に
叶
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
わ

ざ
る
こ
と
あ
り
と
も
、
此
の
堪
忍
を
用
ひ
て
、
怒
り
を
し
ら
ざ
れ
ほ
、
家
の
内
和
ら
ぎ
親
し
む
べ
し
」

　
す
な
わ
ち
、
家
を
治
め
、
平
和
な
家
庭
を
作
る
に
は
堪
忍
の
徳
が
第
一
で
あ
る
。
奮
修
、
嗜
欲
を
お
さ
え
、
知
足
・
安
分
の
生
活

を
す
る
に
も
堪
忍
が
な
く
て
は
出
来
な
い
と
、
堪
忍
の
徳
を
た
た
え
、
教
訓
し
て
い
る
。
こ
と
に
「
怒
を
し
ら
ざ
れ
ば
家
の
内
和
ら

ぎ
親
し
む
べ
し
」
の
言
葉
は
、
わ
れ
わ
れ
の
「
く
ら
し
の
哲
学
」
と
し
て
げ
ん
け
ん
服
膚
す
べ
き
斉
家
の
金
言
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

　
宇
佐
美
松
鶴
堂
の
「
家
訓
」
に
は
、

　
「
分
別
は
堪
忍
に
あ
り
と
し
る
べ
し
」

　
「
正
直
　
五
両
、
思
案
　
三
両
、
堪
忍
　
四
両
、
分
別
二
両
、
用
捨
一
両
」

と
五
っ
の
徳
を
あ
げ
、
そ
の
重
要
さ
を
小
判
の
金
高
で
示
し
、
堪
忍
の
徳
が
、
家
業
経
営
の
上
で
如
何
に
大
切
で
あ
り
、
渡
世
上
欠



く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
教
え
て
い
る
。
分
別
１
１
思
慮
も
堪
忍
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
合
計
十
五
両
中

十
両
ま
で
が
堪
忍
の
一
字
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
に
た
る
。

　
堪
忍
と
は
偏
執
の
心
を
つ
っ
し
む
こ
と
で
あ
り
、
わ
が
身
、
わ
が
心
の
勝
手
に
打
ち
か
っ
こ
と
で
あ
る
。
石
門
心
学
者
布
施
松
翁

は
堪
忍
の
徳
を
た
た
え
て
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。

　
「
今
日
い
い
た
い
こ
と
を
明
日
ま
で
か
ん
に
ん
し
、
酒
を
の
ん
だ
り
、
肴
を
く
う
た
り
す
る
こ
と
も
す
こ
し
ず
っ
か
ん
に
ん
し
、

よ
い
着
物
を
着
た
い
と
い
う
の
も
今
日
一
日
の
か
ん
に
ん
と
思
う
て
先
へ
の
ば
す
の
が
、
お
の
れ
に
克
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

　
「
こ
の
か
ん
に
ん
の
道
さ
へ
ま
も
ら
ぼ
、
身
納
ま
り
国
治
ま
る
、
和
合
の
道
、
忍
の
徳
た
る
、
諸
善
万
行
も
及
ば
ず
と
い
う
て
、

一
切
堪
忍
一
っ
で
世
界
中
が
治
ま
る
、
げ
っ
こ
う
な
も
の
じ
ゃ
」

と
、
そ
し
て
、
堪
忍
箱
を
作
っ
て
、
花
見
に
い
き
た
い
と
き
十
匁
の
入
用
を
七
匁
で
堪
忍
し
、
残
り
三
匁
を
こ
の
堪
忍
箱
に
い
れ
る

よ
う
に
し
、
諸
事
倹
約
し
て
た
め
た
堪
忍
箱
を
正
月
と
七
月
と
に
開
い
て
、
家
内
の
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
分
げ
て
や
る
こ
と
に
し
た
た
め
、

こ
の
一
家
は
だ
ん
だ
ん
し
あ
わ
せ
に
な
っ
て
栄
え
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
同
じ
く
石
門
心
学
者
、
脇
坂
義
堂
も
、
堪
忍
の
徳
を
重
ん
じ
て
、
そ
の
「
忍
徳
教
」
で
次
の
如
く
堪
忍
の
徳
を
た
た
え
て
い
る
。

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ナ
ル

忍
　
為
レ
徳

　
シ
　
　
テ
　
　
　
ム
　
　
　
ヲ

可
二
以
修
ブ
身

　
シ
　
　
　
テ
　
　
　
ニ
　
　
ヲ

可
二
以
昌
フ
家

　
モ
　
　
テ
　
　
　
ヲ
　
　
リ

学
以
レ
之
成

　
モ
　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
チ

功
以
レ
之
立

夫
大
実
哉

　
シ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
ヲ

可
二
以
治
フ
国

　
シ
　
　
　
テ
　
　
　
ス
　
　
　
ヲ

可
二
以
興
フ
国

　
モ
　
　
　
テ
　
　
　
ヲ
　
　
ソ
ニ

業
以
レ
之
盛

　
モ
　
　
テ
　
　
　
ヲ
　
　
ハ
ス

名
以
レ
之
著

遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）

二
三
　
（
八
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
八
〇
六
）

　
「
忍
は
百
瑛
に
敵
し
、
百
福
を
ま
ね
く
、
忍
べ
ぼ
こ
と
を
成
就
し
、
忍
ば
ね
ば
謀
を
乱
る
。
孝
も
こ
れ
を
も
っ
て
な
り
、
忠
も
こ

れ
を
も
っ
て
立
ち
、
忍
ん
で
子
を
教
う
れ
ぱ
父
道
す
な
わ
ち
治
ま
る
。
只
今
の
一
念
も
忍
べ
ぱ
こ
と
な
き
を
得
る
。
百
事
百
般
、
す

べ
て
堪
忍
が
徳
の
基
本
と
な
る
。
そ
し
て
忍
の
徳
に
し
た
が
う
こ
と
は
、
ま
た
足
る
を
知
り
、
分
に
安
ず
る
こ
と
な
る
」

　
す
な
わ
ち
、
忍
耐
は
百
媒
に
敵
し
、
百
福
を
ま
ね
く
も
の
で
あ
り
、
百
事
百
般
、
堪
忍
が
す
べ
て
の
徳
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
只
今
の
一
念
を
忍
べ
ぱ
こ
と
な
き
を
得
る
も
の
あ
り
、
堪
忍
が
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
の
大
本
で
あ
る
と
し
、
堪
忍
を

渡
世
哲
学
の
基
礎
と
し
、
．
原
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

　
こ
の
堪
え
難
き
を
堪
え
、
忍
び
難
き
を
忍
ぶ
商
法
と
、
暮
し
の
哲
学
が
生
れ
て
来
る
淵
源
は
何
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
こ
そ
「
遠
き

慮
り
な
げ
れ
ほ
近
き
憂
あ
り
」
の
商
法
と
暮
し
の
哲
学
に
始
源
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
「
遠
慮
近
憂
」
の
思
慮
が
あ
る
か
ら
こ
そ
「
只
今
の
一
念
を
忍
ぶ
」
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
　
「
何
事
に
も
急
怒
す
べ
き
で
な

い
」
の
で
あ
る
。

未
　
む
　
す
　
び

　
以
上
、
私
は
「
遠
き
慮
り
な
げ
れ
ぼ
近
き
憂
あ
り
」
の
商
法
と
用
心
の
経
営
哲
学
が
、
京
都
の
老
舗
の
家
訓
や
店
則
の
中
に
，
取
り

入
れ
ら
れ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
れ
が
老
舗
の
い
わ
ゆ
る
「
遠
慮
近
憂
の
商
法
」
や
「
民
主
的
な
深
慮
の
商
法
」
と

な
り
、
更
に
「
用
心
深
い
商
法
や
暮
し
の
経
営
」
と
な
り
、
忍
び
難
き
を
忍
び
、
耐
え
難
き
を
耐
え
る
「
堪
忍
の
商
法
と
暮
し
の
経

営
」
に
・
ま
で
発
展
し
、
定
着
し
て
、
何
百
年
と
い
う
長
い
才
月
に
わ
た
っ
て
、
幾
多
の
風
雪
に
も
め
げ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
来
た
つ
も
り
で
あ
る
。



　
お
よ
そ
、
幾
百
年
も
の
長
い
歴
史
を
も
っ
た
京
都
の
老
舗
の
家
業
経
営
は
、
決
し
て
目
先
の
利
を
追
っ
た
り
、
不
実
の
商
い
を
し

て
家
業
の
存
在
価
値
を
見
失
っ
た
り
、
経
営
の
真
の
在
り
方
を
誤
っ
た
り
は
し
な
い
。
　
「
目
先
当
然
の
名
聞
に
迷
わ
ず
、
遠
き
行
く

末
を
平
均
に
見
越
し
、
永
世
の
義
を
貫
く
」
（
外
村
与
左
衛
家
「
心
得
書
」
）
経
営
に
徹
し
て
い
る
の
が
京
都
の
老
舗
の
経
営
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

　
京
都
の
老
舗
の
家
業
経
営
は
、
短
期
問
で
も
っ
て
高
収
益
を
あ
げ
た
り
、
巨
大
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
は
お
か
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
の
よ
う
な
経
営
技
法
は
危
険
視
さ
れ
て
き
び
し
く
排
斥
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
の
老
舗
に
お
げ
る
経
営
の
基
本
の
第
一
は
如
何
に
長
く
家
業
を
永
続
せ
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
細
く
、
　
長
く
、

「
商
い
は
牛
の
涯
れ
」
と
い
う
商
人
哲
学
が
、
今
な
お
、
老
舗
に
は
脈
々
と
承
げ
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
目
先
の
短
い
サ
ィ
ク

ル
で
は
経
営
を
し
て
い
な
い
。
何
百
年
と
い
う
、
ケ
タ
ハ
ズ
レ
の
長
い
サ
イ
ク
ル
で
経
営
を
考
え
て
、
家
業
経
営
に
励
ん
で
い
る
の

が
京
都
の
老
舗
で
あ
る
。
．
ま
こ
と
に
遠
慮
深
謀
に
も
と
ず
く
経
営
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
「
の
れ
ん
に
傷
を
っ
げ
な
い
」

よ
う
に
，
、
　
「
よ
そ
さ
ん
に
笑
わ
れ
な
い
経
営
」
で
あ
る
よ
う
に
潭
身
の
努
カ
と
戦
い
を
続
げ
て
い
る
が
老
舗
の
当
主
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。

　
こ
こ
に
老
舗
商
法
、
京
都
型
商
法
、
京
都
経
営
の
原
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
幾
百
年
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
生
き
っ
づ

け
る
た
め
に
は
、
家
伝
の
祖
法
で
あ
り
、
商
法
や
経
営
を
支
え
る
大
黒
柱
と
も
い
う
べ
き
、
家
訓
や
店
則
や
、
も
ろ
も
ろ
の
諸
規
定

が
今
も
な
お
生
き
て
お
り
、
こ
れ
を
遵
守
し
、
更
に
は
時
勢
に
合
わ
せ
て
改
正
し
、
そ
れ
を
支
柱
に
し
て
家
業
を
守
っ
て
い
る
の
が

京
都
に
お
げ
る
老
舗
の
真
の
姿
で
あ
る
。

　
磐
言
す
れ
ぱ
老
舗
の
経
営
者
は
、
幾
百
年
も
永
続
し
て
来
た
家
業
の
灯
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
「
遠
慮
近
憂
」
の
経
営
哲
学
を
常

　
　
　
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
八
〇
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

二
六
　
（
八
○
八
）

に
念
頭
に
お
い
て
、
商
い
の
世
界
に
お
い
て
も
、
暮
し
の
世
界
に
お
い
て
も
、
奮
闘
し
、
努
力
し
、
全
精
力
を
傾
倒
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
　
「
遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営
」
こ
そ
、
京
都
に
お
げ
る
老
舗
の
家
業
経
営
に
お
げ
る
一
大
特
徴
で
あ
り
、
同
時
に
、

強
味
で
も
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

岡
本
光
子
家
蔵
「
遺
言
」
享
保
十
一
丙
午
年
九
月

向
井
富
夫
家
蔵
「
家
内
諭
示
記
」
明
治
八
年
九
月
　
　
０

同
前
家
蔵
「
天
理
定
法
家
内
話
」
明
治
十
五
年
八
月

外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
心
得
書
」
安
政
三
年

柏
原
孫
左
衛
門
家
蔵
「
家
内
定
法
帳
」
享
保
二
十
一
年
正
月

同
前
家
蔵
「
条
目
」
宝
暦
五
年

外
村
市
郎
丘
ハ
衛
家
蔵
「
厳
改
正
」
明
治
五
年
正
月

外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
規
則
書
」
明
治
初
年

西
川
甚
五
郎
家
蔵
「
捷
」
天
保
十
五
年
六
月

前
掲
（
５
）
に
同
じ

矢
代
仁
兵
衛
家
蔵
「
定
メ
」
宝
暦
八
年
三
月

中
山
人
形
店
蔵
「
商
人
ノ
教
則
」
明
治
初
年

木
村
卯
兵
衛
家
蔵
「
家
法
定
書
」
明
治
十
一
年
二
月

前
掲
（
８
）
に
同
じ
　
明
治
但
シ
年
代
不
詳

前
掲
（
ｕ
）
に
同
じ

湯
浅
佑
一
家
蔵
「
相
続
講
」
文
政
二
年
九
月
吉
日

矢
谷
茂
野
家
蔵
「
家
訓
」
天
保
八
年
四
月

西
村
彦
丘
ハ
衛
家
「
見
世
之
者
江
常
々
申
聞
セ
ル
心
得
之
事
」
寛
政
四
年
九
月



（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
）

（
２
９
）

（
３
０
）

（
３
１
）

（
３
２
）

（
３
３
）

（
３
４
）

（
３
５
）

宇
佐
美
松
鶴
堂
蔵
「
家
訓
」
不
詳

前
掲
（
５
）
に
同
じ

柏
原
孫
左
衛
門
家
蔵
「
役
割
の
覚
」
寛
政
～
天
保
年
間
か
不
詳

柏
原
孫
左
衛
門
家
蔵
「
条
目
」
宝
暦
五
年

前
掲
（
１
６
）
に
同
じ

前
掲
（
ｕ
）
に
同
じ

前
掲
（
１
３
）
に
同
じ

・
外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
定
目
」
年
代
不
詳

外
村
与
左
衛
門
家
蔵
「
近
火
心
得
の
事
」
不
詳

前
掲
（
ｕ
）
に
同
じ

同
前
前
掲
（
２
６
）
に
同
じ

福
田
金
属
株
式
会
杜
蔵
「
常
盤
家
の
苗
」
安
永
四
年
五
月

安
田
多
七
家
蔵
「
家
憲
」
明
治
二
十
七
年
五
月

前
掲
（
２
）
に
同
じ

前
掲
（
１
７
）
に
同
じ

前
掲
（
１
９
）
に
同
じ

、

、

遠
慮
近
更
の
商
法
と
用
心
の
経
営
（
足
立
）

二
七
　
（
八
〇
九
）




